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解 題

下に示す一覧表は、1919年5月4日 から同年7月10日 まで文部省東京教

育博物館において開催された災害防止展覧会(宮 崎1992:115;椎 名2002:

181)で 展示された出品物を出品者五十音順に整理 したものである。出品物

および出品者は 『災難は避けられる』(培風館1919)の 記載(原 文縦書き)

に基づいた。

『災難は避けられる』は災害防止展覧会の解説書 として刊行 されたが、主

催責任者であった棚橋源太郎によれば、同書において 「今回の展覧会に出

陳されたものの大部分は網羅されて居」(培風館1919:序 言3)る ものの、

どこまで完全に網羅されているかは不明である。 しか しなが ら、当展覧会

開催 との関連で刊行 された、 もう一つの解説書である災害防止調査会編

『日常生活災害防止法』(災害防止調査会1919)所 収の 「付録 文部省教育

博物館開催 災害防止展覧会出品目録」(203-210ペ ージ)で は、出品物は

99点を数えるに過ぎず、『災難は避けられる』に登載 されている出品物670

点と比較すれば、過少な出品点数にとどまっている。『日常生活災害防止

法』および 『災難は避けられる』が、ともに当展覧会の 「出品の解説、観

覧案内報告等」(災 害防止調査会1919:棚 橋序3)ま たは 「展覧会出品の

解説、観覧案内、報告杯」(培風館1919:序 言2)を 目的として刊行され、

両者の印刷・発行 日も近接 している1こ とから考えると、この差が生 じた理

由は明らかでない。

いずれにせよ、『災難は避けられる』に登載漏れがないとは断言できない

が2、それにもかかわらず 『日常生活災害防止法』と比較すれば 『災難は避

けられる』のほうが格段に情報量として優れていることに変わ りはない。
一覧表作成に当た り依拠 した該当箇所は

、次のとおりである。なお、『災

難は避けられる』のページ数は第二篇以降、改めて1ペ ージより始め られ

ているので、第二篇以降のページ数を示す場合、ページ数の直後にアステ
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リス ク(*)を 付 して 区 別 した。

「疾 病 の予 防 及 び手 当 に関 す る 出 品物 」(培 風 館1919:36-39)

「傷 害 予 防 及 手 当 に関 す る 出 品物 」(培 風 館1919:59-61)

「被 服 に関 す る 出 品物 」(培 風 館1919:68-69)

「食 料 食 器 に関 す る 出品 物 」(培 風 館1919:78-79)

「建 築 に関 す る 出品 物 」(培 風 館1919:81-84)

「玩 具 及 び育 児 に関 す る 出品 物 」(培 風 館1919:87)

「盗 難 予 防 に関 す る 出品 物 」(培 風 館1919:99-101)

「火 災 予 防 及 消 防 に関 す る 出品 物 」(培 風 館1919:115-119)

「旅 行 及 運 動 時 に関 す る 出品 物 」(培 風 館1919:137-138)

「迷 信 に関 す る 出品 物 」(培 風館1919:148)

「交 通 に よ る災 害 防 止 に関 す る 出品 物 」(培 風 館1919:30*-40*)

「風 水 害 及 び其 の 予 防 救 済 に関 す る 出品 物 」(培 風 館1919:55*-58*)

「地 震 に関 す る 出品 物 」(培 風 館1919:70*-72*)

「雷 災 に関 す る出 品 物 」(培 風 館1919:80*)

「農 業 林 業 に関 す る出 品 物 」(培 風 館1919:92*-94*)

「学 校 の 災 害 防 止 に関 す る出 品 物 」(培 風 館1919:103*-105*)

「軍 隊 の 災 害 防 止 に関 す る出 品 物 」(培 風 館1919:110*-111*)

「工 場 の 災 害 に関 す る出 品 物 」(培 風 館1919:121*-128*)

「鉱 山 の 災 害 防 止 に関 す る出 品 物 」(培 風 館1919:141*-145*)

「劇 場 の 災 害 防 止 に関 す る出 品 物 」(培 風 館1919:149*)

「生 命 保 険 に 関 す る出 品 物 」(培 風 館1919:154*)

ま た、 こ の一 覧 を作 成 す る に際 して、 次 の よ うな基 準 を立 て て整 理 し直

したQ

1.記 載 の順 序

(1)出 品 者

『災難 は避 け られ る』 の 記 載 は 展 示 の 順 序 に 従 って い る と推 測 され るが 、

定 か で な い。 ま た、 こ の順 序 で整 理 した場 合 、 同一 出 品者 の 出 品物 を全 体

と して 把 握 す る こ とが 困 難 で あ る 上 、 出 品 者 数 も容 易 に数 え られ な い た

め、 こ こで は 出品 者 五 十 音 順 に並 べ 替 え た。

ただ し、 五 十 音 順 に並 べ 替 え る際 に、 「私 立 」 の 語 句 は 無 視 した 。 また 、

出品 者 が 同一 で あ る に もか か わ らず 、 出品 者 の名 称 表 記 が複 数 存 在 す る場

合 、()内 に併 記 した。 た とえ ば 、 「私 立 青 山女 学 院 」 は別 の箇 所 で は

「青 山 女 学 院 」 と 表 記 され て い るの で 、 「私 立 青 山女 学 院(青 山女 学 院)」

と併 記 した 。

(2)出 品 物

同 一 出品 者 にお け る 出品 物 の 記 載 の 順 序 は、『災 難 は避 け られ る』の記 載

の 順 序 に従 った 。
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2.記 載の表記

出品物および出品者の表記は、『災難は避けられる』の記載に従った。た

だし、次の点に配慮した。

(1)同 一出品者が同一出品物を複数出品している場合、省略せず重複 し

て記載 した。たとえば、 ヴォー リズ合名会社が出品 している 「病院用模範

戸」は、「疾病の予防及び手当に関する出品物」および 「建築に関する出

品物」に記載されているので、両方 とも記載 した。

(2)出 品物の表記は、出品物の名称に相当する各項 目の文頭に記載され

ている部分をゴシック体で示 し、補足説明に相当する小文字による表記ま

たは()お よび 「 」内に記載されている部分は明朝体で示した。

(3)出 品物の名称および補足説明に相当する部分で用いられている()

および 「 」の括弧、=お よび○の記号は、すべて原文のまま記載 した。

(4)片 方の括弧の欠如や句読点の有無などの明らかな誤植 ・誤記は、適

宜、改めた。

(5)旧 漢字や旧表記法は一部、改めた。

3.出 品物の数え方

『災難は避けられる』においては、出品者は()に 表示 されている

が、同一出品者の出品物を全て列挙 したあとに表示 しているわけではな

い。たとえば、「理髪用器具一式(私 立明治理髪学校)消 毒機、スチユー

ム消毒法(同 上)各 種の髪油(同 上)」 などと記載 し、出品者の表示が何

らかの意味ある区切 りとして使われている。そこで、この区切 りを出品物

のまとまりとみな し、この区切 りごとに出品物の点数を数えた3。ただし、

次の点に配慮 した。

(1)出 品物の表記において、複数の物を表わ している場合、その数が明

らかであるな しにかかわらず、すべて1点 とした。たとえば、「疾病予防設

備の例写真五枚」、「飲料水殺菌剤甲乙二種」などのように、出品物の個数

が判明 している場合でも、1点 とした。逆に、「理髪用器具一式」、「各種の

髪油」などにように、出品物の個数が判明 していない場合 も、すべて1点

とした。

(2)同 一出品物 に対 して出品者が複数表示されている場合、表示されて

いる出品者の数だけ出品物が出展されているとみな し、出品者ごとに同一

出品物を記載 した。たとえば、「救急用具(東 京市教育会)(東 京少年団)

(東京電気株式会社)(東 京高等師範学校付属中学校)」 とある場合、4出

品者が、それぞれ 「救急用具」を出品 したと解 し、4者 それぞれに 「救急

用具」を記載 した。

(3)出 品物に通 し番号を付した。

4.引 用者による注記

引用者による注記は、 〔 〕内に補った。
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災害防止展覧会(1919年)

出品物(計670点) 出 品者(計118)4

1 安全衛生哺乳器 私立青山学院

2 来客用手洗器 私立青山女学院
(青山女学院)

3 衛生安全哺乳器

4 安全眼洗ひ器

5
安全衛生哺乳器 円筒形の硝子器に ゴム製の呑み

口を付 した る蓋をなす。

6 寄宿舎用縄梯子

7 同練習中の写真

8
玄関に備付の来客用手洗器 来客が随意に使用す
る様水石鹸小形の手拭を備付く。

9 家族用手洗器

10 古代の行灯類数種 浅田吉太郎

11 松島瑞厳寺什宝火之用心掛板拓本

12
同寺 宝火鈴の図、行灯、カ ンテラ、六角提灯、翁

灯、 火打 箱、小田原提灯

13
安政 大地 震漫画錦絵、お どけばな し(地 震雷火事

親父)

14 安政大地震地図、懐中朱黄礎

15 落雷の版画

16 蚊燥し銅器 浅田甚右衛門

17 放課時の運動より起る災害予防法額面 麻中尋常小学校

18 移吊環 、遊動板 、遊動円木、鰍　 等鎖付

19 運動具災害予防方法

20
盗難 にかか らぬ建築模型 警視庁の注意書を具体

的に示せ り。

跡見女学校

21
盗難被害に対する犯行手口調 警視庁の調査表を
図示す。

跡見女学校
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63
荷車規則違反者処罰件数表 電車軌道を行進する
もの最も多し。

64
大正七年中下谷上野警察署管内車馬衝突場所一覧
図 電車通に多し。

65 上野警察署管内に於ける交通違反者件数表

66

車馬衝突原因別表 諸車の避 け方を誤 りし者最 も

多 く、諸車直前横断、疾走、右側行進順次之 に次

ぐ。

67 東京市内に於ける諸車衝突累年比較表

68
東京市内に於ける大正七年車馬衝突時間別表 午
後二時より四時迄最も多し。

69 電車直前横断危険図

70 電車飛降危険図

71 患者用寝具 ヴオー リズ合名会社

72 同寝台

73 患者用机

74 電灯の笠 上向乳色。

75
病院用模範戸 〔疾病の予防及 び手 当に関す る出品

物〕 桟を省 き消毒 に便 にす。

76 病院用模範戸 〔建築に関する出品物〕

77
初生児四季の衣服、四揃 幼児の健康及び傷害予
防に適当なる衣服の捲へ方見本を示す。

宇都野病院

78 印影検査機、付属電気抵抗器 梅津武雄

79 横田式安全灯 炭坑坑内用。 江戸商会

80 ウル フ型安全灯 炭坑内用。

81
〔マ マ 〕

ウル フ鎧型安全灯 坑坑 内用。

82 ピラー式瓦斯試験灯 瓦斯の爆発程度 を測量す。

83 測量用安全灯

84 注油器 安全灯 に一定の分量 に油 を注入す。

85 掃除器 安全灯 の掃除 をなす。

86 修繕道具 安全灯の修繕をなす。
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123 三稜鏡付 アス トロラーブ 恒星の高度 を測定す。

124 傾差儀、磁気偏差儀、 キユウ型磁気儀

125 本多式自記検潮器甲乙

126

電気装置顕温器 石炭庫の如き温度上昇の恐ある
処に装置し或る温度に上昇すれば自然に鐘を鳴ら
す

海軍造兵廠

127 魔法罎 温 めた牛乳 を入 れて置 くと腐敗す る。 樫田十次郎

128 薬瓶 に張札 瓶 に薬 を入 れた ら直 に札 を張れ。

129
哺乳罎二種 ゴム管 がな くて、 口にちかに吸口を

つけたのがよい。

130
ゴムの乳首 四種 常 に これを舐 らして置いてはな

らぬ。

131 玩具三種 口に入れる玩 具は病毒 を うつす。

132
浅草紙消毒紙、 消毒 ガーゼ消毒 壺 市売の ものは

本当に消毒 してない。

133 結核退治絵解掛図

134 絆創 膏 傷にちかに貼つてはな らぬ。

135
石炭酸 昇景 こん な もので傷 を洗 ふ と中毒 を起

す。

136 消毒 ガーゼ ガーゼを ちか に手 に持つな。

137

各種 錠前 見本 掛金、差込金具、なんばん、揚卸

締金具、新案なんばん、 ドイ ツ締金具、涙錠、バ

ネ入涙錠、 フランス揚卸金具、黒塗掛金南京錠、

涙込金具、瞬釘掛金錠、 自在涙金具、函錠、当留

金具等各種の錠前見本を示す。

家庭経済学会

138 水燈炉、火消壺

139 スプ リンクラー装置 屋内の防火用 と して備付 く 加藤商会鉄工場

140 フアイヤーバケ ツ模型 同

141
特許流水式防火装置模型 屋外防火のため流水の
装置をなす

142 呼吸保護器 鐘淵紡績株式会社

143 作業服
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144 保護眼鏡、呼吸保護器

145
病室、食堂、娯楽室、消防演習、幼児保育所の各

写真

146 保護眼鏡

147
呼吸保護器 綿屑塵埃等を吸入せざるために用
ふ。

148

親の罪か、子供の罪か 揮発油 を嚥下せ る子供。

火鉢 に倒れかか りし子供。煙管 を くはへて転べ る

子供の絵 を示す。

河合三郎

149 木造建築を軽便に耐火構造とする工事標本 川崎工場

150
煉瓦積の耐震、耐曲度補強工事標本 煉火の各層
間に金網を布く。

151
軽便な る混凝土補強材 ク リンプ金網 コ ンク リー

ト内部 の土止 めに金網 を使用す。

152 煙突火の子止用細目クリンプ金網

153
昇降器、機械周囲安全用 ク リンプ金網 太線荒 目

の金網塔。

154
垣根、間仕切、窓用、鳥獣棚用 ク リンプ並菱形金

網

155 セメントに交ぜて耐伸防水力を強くする珪藻土

156
河川堤防の破壊防護工事一案 金網 のなか に石 を

詰 めて堤防 を築 く。

157 自働火災報知機 共益電機会社

158
自働温度報知機、表示機、電池、電鈴、パ ラ ヒン

線

159 絵画

160 屋内水浴場の設備写真 基督教青年会館体育部

161 水泳に関する注意

162
エール製南京錠数種 合鍵 のない南京錠、 同 ドー

アロツク、戸締錠 等。

銀座建築用品店

163 トンカンメタル 煙突用鉄板 にて腐蝕 せず。

164 耐火耐震 のコ ンク リー ト建築図

165 鉄筋切断機及切断小片
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166
煙突用 トンカ ンメタル 煙 突等 の腐 りて火焔 を吹

くことな し

167

鉄筋 コ ンク リー ト ハブマイヤーパー と称 す るも

の、特長 は コンクリー トと密着 するにあ り火災及

震 災予防に適 す

168 金属性防火戸 外観木製の如し

169

〔ママ〕

コツトレル式電気収塵装置 高圧直流電気を用ひ

て煙中の塵埃及瓦斯に混在せる微粒末を沈殿集
〔マ マ〕

収 せ しむ。

金属鉱業研究所

170 同説明表

171

〔マ マ〕

同実施装置写真 「古河足尾鉱業所に於ける収塵

器前後の煙道及排煙煙突」「同所荷電せし時、荷電
〔ママ 〕

せざるとき」「三菱鉱業直島製煉所に於ける収塵器
〔マ マ〕

荷電せし時、荷電せざる時外同所収塵器写真」

172 大阪大火図、江戸麹町大火図、東京神田大火図 黒川真道

173 大雷の時仏徒の観念

174 庁下強窃盗被害に対する犯行統計表 警視庁

175 江戸時代消防配置表、町火消火事装束、腕用卿筒 警視庁消防部

176
加賀鳶火事装束、火の見模型、龍吐水、古代消防
状況

177
革羽織、消 口札、 独逸 消防器具模型、 消防隊に対

する注意

178 現代消防配置表、消防官出火場服装、消防署望楼

179 消 防組員 出火場服装、 蒸気 ロ印筒、水管 自動車

180
卿筒自動車、現代消防状況、明治初年来出火場図
表

181 京浜電気鉄道沿線模型並に電車模型 京浜電車株式会社

182 建築学会災害防止常置委員報告書 建築学会

183 全米防火協会印刷物

184 懸賞募集準耐火構造に関する模型、図面

185 屋根及軒廻 り模型 陸屋根 、蛇 腹等。

186 窓及壁面図
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236
裁縫道具取扱=針 、鋏、饅 針 は本数 を定 め鋏 に

サツクを鎭 には台 を用ふ。

237 服装上、掃除上の注意

238 貴重品、重要文書非常持出規定

239 校舎防災施設、夜警規定、消火器取扱

240
火鉢 火鉢 には金網 の蓋 を施 し更 に其上 に山型 の

金網覆 ひをなす。

241
生徒非常避難計画図 第一第二の集合地点を定め
避難昇降口を設定す。

242
生徒出入昇降口配当図 所定の出入口より昇降し
混雑危害を避く。

243 寄宿舎避難準備

244
証券用安全 インキ 化学 的作用 によ り抹消 し難 く

したる ものな り。

篠崎商店

245 桜島爆発模型 島津製作所

246

義歯、五厘一銭二銭銅貨、五銭 白銅貨、十銭二十

銭銀貨、縫針、碁石、学生ボ タン、魚骨、梅干核、

針金、楊枝、竹片、玩具片(以 上 食道 内に停滞せ

し異物)

順天堂耳鼻咽喉科

247
西瓜核、護護風船、蚕豆、南京豆穀、義歯(以 上

気管支 内異物)

248 ゴム管片、蚕豆皮、 ネコヤナキの花(鼻 内異物)

249
小豆 、散 弾、丸薬、讐 の耳 か き(耳 内の異物)、

ナマ リブシ内の魚骨(咽 頭 内の異物)

250 縫針(咽 頭異物)

251
写真(直 達鏡使用並気管内検査の状)(食 道に刺
入したる縫針のX光 線写真)

252
直達鏡(永 島器械店製作及び出品)7異物をとると
き使用す

253 消防新聞綴、纏便覧、各区消防人名録 消防新聞社

254
旧番組頭取人名付、江戸 の花、都 の曙、消防法令

全書

255 独逸消防の近況と所感、卿筒操法全書
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256 火災予防と消防

257 津波浸水区域 震災予防調査会

258 震災予防調査会報告書類

259 安政二年江戸地震に関する図書類

260
震災噴火津波等 の大形写真 桜 島、有珠 山、浅 間

山、濃尾地方及桑港、台湾、 メツシナの惨状

261 地震津波等の験測記録図

262
地震津波に関する図解 寛永、安政年度に於ける

図

263 木造耐震構造雛形

264
〔ママ〕

東京地方有感地震々原地点の分布図

265 熔岩、火 山弾類 桜 島、大 島、浅 間山の熔岩

266 田島式鋼鉄製戸棚、同鋼鉄製窓障子 巣鴨製作所

267 同式鋼鉄製腰戸、同式両筒形鋼鉄製捲揚扉

268 同式鋼鉄製唐戸、同式鋼鉄製特種防火戸

269 田島式鋼鉄製建具用骨格、鋼鉄製柱形、同畳込扉

270

軽卒 なる結婚 と遺伝 の災害五枚 精神病 的変質者

の生 れる原 因、恐 るべ き遺伝 の加入、遺伝災害 の

端緒、 酒と微毒、恐 るべき遺伝実例、米 国カ リカ

ク家 の系 図。

杉田直樹

271

被保険者死因百分率 大正二年 よ り同六年 に至 る

五年 間の統計 に して死 因年齢 を別 に分 ちて区別 し

たる ものに して其最 も多きは結核病之 に次 ぐは消

化器病 な り。

生命保険会社協会

272

生命保険契約府県別発達図 大正六年度の発達状
況を示す、内東京府最も盛にして宮崎鹿児島両
〔マ マ}

最 県下位 にあ り。

273 小口金庫(国 松式盗難防止安全錠付) 高木朝吉

274
田中式 簡易 火災 警報 装 置 イ、電 柱取 付型 発信

器、 ロ、 同室 内用、 ハ、受信器

高田商会

275 鋼鉄製防火戸見本

276 酒井左衛門尉火消方行列図 高橋健自

277 増山河内守火消方行列図
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278
公衆 用消火器 街路 通行者 の眼に触れ易き所 に置

き、 失火発見者 が直 ちに使用 し得る もの

田崎忠恕

279 直方試験所の全景 筑豊石炭鉱業組合(筑
豊石炭鉱業組合事務
所)280 試験坑道の爆発実験光景、安全灯試験器全形写真

281 墜落試験器、耐熱試験器、救命器練習実況写真

282 炭坑内保全資料

283

〔マ マ〕

携帯電灯 島津製川北製の二種 こは電球 上に硝子

筒を被せ電球 の項 と硝子筒 との間に弾線 を置きて

電球 の破 損を防 ぐ。

284
ウオルフ安全 灯 最 新式の ものにて金網 を二 重 と

し更 に鉄 筒にて被 ひ揮発油を使用す。

285
デ ビー型 安全 灯 鉄 網は針金の五 十分 の一吋網 目

は一 吋平方 に七八 四個あ り植物油 を使 用す。

286
シエ ノー式 瓦斯検 定灯 メ タ ン瓦斯 の有 無 を検

す。

287 トレーゲル救 命器 炭坑爆 発の時救護者 着用す。

288 ウエス トフア リア型救命器

289
大正六年十月一日台風の天気図 東京府及近県に
津波を起せり

中央気象台

290 本邦気象信号一覧図

291 各国暴風警報信号一覧

292 地方暴風警報信号標模型、暴風雨標模型

293 大正六年十月一日東京湾津波調査図

294 明治四十二年八月十四日江濃地震々度分布図

295
全国雷災統計 大正四年よ り七年に至 る全国雷災

統計にて大正四年に最 も多 くこの災にかかれ り。

296
帝国劇場に於ける防火幕設備模型並其実験 防火
幕は鉄製にして舞台と桟敷の間を隔つ。

帝国劇場

297

水難 救済具一式 締結付投綱、重付投綱、滑車、

担架、手提灯、小錨、鳶 口、斧、 ズツク製バケ ツ、

双眼鏡、浮輪、胴巻、馬尼刺綱、卿筒、船旗、標

旗、号角、羅針盤、晴雨計、寒暖計、信号旗、信

号書、救命砲、轟弾砲。

帝国水難救済会(水 難
救済会)
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298 救命砲使用水難救済実況油絵額其他絵画

299 水難に関する油絵大小各種

300 胃中の歯磨楊枝(誤 て嚥下せるを切開除去す) 帝国大学医学部付属佐
藤外科

301 腸中の綿捲棒(鼻 腔を通し嚥下せるを切開除去)

302 胃中の二銭銅貨(嚥 下十二 日後排 出せ るもの)

303
胃中の玩具(男 児遊戯中鉛の振子を嚥下し九日後
切開除去)

304 食道中の一銭銅貨(嚥 下せ るを釣貨器 にて除去)

305 食道中の義歯(嚥 下 したるを三 日後 に除去)

306
食道中の義歯(上 部食道中に籍留せるを二十日後

外食道切開切除)

307

写真原版 〔旅行及運動時 に関す る出品物〕 イ、二

十年の男 ボー トレースの際敵艇 と衝突 を避 けん と

して右手負傷。 ロ、乗馬の際電柱 に右足 を打付 け

しもの。ハ、鉄 鎚投 の 際右脚 に打 付 け しもの。

二、べ 一スボールの際衝指せ しもの。 ホ、べ 一ス

ボールの際 にた りて右手 を側後方 に突 き しもの。

へ、器 械体 操の 際左 手首 を逆 に捻 りた る もの。

ト、柔道競技 に傷 きたる もの。 チ、右 の負傷者 の

整復せ しもの。 リ、 スケー ト競技 中壁 に手 を衝 当

て しもの。 ヌ、柔道競技 中対手 の体伸展位 の左上

肢上 に倒れ しもの。

帝国大学医学部付属整
形科

308

写真原版 〔工場 の災害 に関する出品物〕 イ、左手

を作業 中に調 革 に巻 き込 まれ しもの。 ロ、作 業

中土砂 中に埋 り右側大腿骨頸部 を骨折 せ しもの。

309

電線 に関す る図額 火災の為切 れたる電線 を素手

にて掴 みて死せ る図、凧 が電線 に懸 り糸よ り伝 は

れ電気 のため口 〔1字判読 不能〕 に子 供の死せる

図、切 れたる電線 を竹竿にて始 末す る図、 コー ド

よ り発火せる際安 全器の紐 を引き居 る図、 濡手 に

て電灯 を持 たん とす る図。

逓信省

310 汽車中発火の実例図

311 船内無線電信局火災報知の図

312
潜水艇 防禦 図一 船体を種 々の色、種 々の形式に

塗つて、敵艇に船の方面を見誤 らしめ る。

313 同二 商船を多 く集めて駆逐艦で護送す。
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369 救命浮革

370 救急用具 東京高等師範学校付属
中学校(東 京高等師範
付属中学校)371 付属中学山岳部旅行携帯品及び印刷物

372 同部員旅行実況(水 彩画)

373 気象警報電報 例 、テ ンキワル クナルチウイセ

374 実験服 理 科実験 用。

375
揮発性液体類入罐 ベ ンゼ ン、 エーテル、硫化 炭

素等 の液類 を容 る。

376
実 験用 マ スク 鼻 口を掩 ひて毒 瓦斯 の吸 入を 防

ぐ。

377 安全瓦斯発生器 原料の浪費を防ぐ。

378 固形消火器、防火 用砂、保護 眼鏡

379 防火布 火を失 したる時消火用 の一 として備 ふ。

380
劇 薬用罐、感 光性薬 品用罎(色 付 罎)、 実験用 眼

鏡

381

登 山用 具(足 袋 、防 水 マ ン ト、手 袋 、莫 藍 、脚 絆 、

帽 子、 リユ ツ クサ ツ ク、杖 、 小 田原 提 灯 、 マ ツ チ 、

蝋 マ ツ チ、 安 全 マ ツチ 、蝋 燭 、付 木 、油 紙 、地 図 、

磁 石、 安 全 ピ ン、細 引、糸 、 ナ イ フ、荷 札 、水 筒 、

呼子 、弁 当箱 、 鳶 口、 カ ン ジキ、 固形 ア ル コー ル 、

セ ル ロイ ド製地 図 入、 飯 盒 バ ロメ ー タ ー、 ア ル ペ

ンロ ー プ、 寒 暖 計 、灰 色 眼鏡 、 チ ョー ク、 ク リ ノ

メ ー タ ー、 錘 切 、 瀬戸 引 コツ プ、 薬 品 「ア ス ピ リ

ン、 ヘ ル プ 、 カ ス カ ラ、 鎮 痛 散 、 宝 丹 、絆 創 膏 、

沃 土 チ ンキ、 ア ンモ ニ ア 水、 脱 脂 綿 、 ガ ー ゼ、 沃

土 ホ ル ム、縞 帯 、体 温 器 、毛 抜 、懐 炉 」、道 明寺 編 、

ビス ケ ツ ト、 ウ エ ー ブア ー ス、 砂糖 、 鰹 節 、盤 、

梅 干 、 天 幕、 毛 布)

東京高等師範学校付属
中学山岳部

382 救急箱 東京市教育課

383 救急用具 東京市教育会

384 児童遊園模型 東京市児童遊園協会

385 電車事故統計表 東京市電気局

386 電車事故予防に関する電車内広告
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538

森林測候所の設置参考図 河川の上流水源地方に
於ける森林の気象は森林経営上及び治水上直援
〔ママ〕の関係あるを以て明治四十四年以来今日
までに全国に既に三十五ヶ所の森林測候所あり。

539

工場 に於 ける災害防止写 真類 イ、石炭坑爆 発予

防調査所 全景(在 福 岡県直方 町御館 山)ロ 、偽

〔ママ〕似坑道 を爆 発実験 後の光景 ハ、安全灯 の

爆 発試験機(瓦 斯 と空気を通 じ安 全灯 火にて爆発

試験 に用 ふ)二 、安全灯 構造 強弱試験機(坑 内に

於て安全灯 が破損 せ ざる程度 の試験用)ホ 、効

助器使用練習 中の光景

農商務省商工局

540

炭塵標本 石 炭採掘 中石炭の粉 末は空 中に浮 游す

此炭塵 は一旦瓦斯爆 発する事 あ らば引火 して一層

爆力 を盛 な らしむ。

541 鰹節、鰹害虫標本及図説 農商務省水産局(農 商
務水産局)

542
有毒有害魚類標本 とらふ ぐ、 あゐ ご、 しびれえ

び、 ぎぎ、 おにおこせの標本。

543

漁船遭難予防海錨使 用方法模型並 に海錨実物 海

錨 とはヅツ ク製 円錐状 の ものにて、之 を曳 き行 く

ときは遭難 を免 る。

544 漁船遭難一覧図

545 風信号標模型、簡易風信号標模型

546 折畳式運搬器 服部粂太郎

547 番人監督時計(火 難盗難用)「 精工舎製、瑞西製」 服部時計店

548

バ ロメー トル 暴風 予知 に対す る もの。 イ、服部

製 スタ ンダー ド水銀 晴雨計 ロ、 同マ リン水銀 晴

雨計 ハ、 同空盒 晴雨計 二、 同

549 測風器 イ、服部製測風器 ロ、英国製測風器

550
湿度計 イ、服部製毛髪湿度計 ロ、 同乾湿寒暖

計 ハ、 同

551
寒暖計 イ、英国製 自報寒暖計 ロ、仏 国製 自報

寒暖計

552 避雷針及雷災に関する参考品 原安商会

553
安全灯の火焔表 火焔 の長 さによ り瓦斯 の分量 を

知 る。

福岡鉱務所

554 写真 石炭坑爆発予防調査所全景。

一343一



近畿大学法学 第54巻第4号

555 救命器 炭 坑爆発に際 し救 護者 の使用に供す。

556

安全灯(デ ビー型安 全灯)(ウ オル フ型安 全灯)

(セ ノー型瓦斯検 定安全灯)(電 池安全灯)爆 発性

瓦 斯の有無試 験用に供す。 又灯 油安全灯を用 ひら

れ ざる時は電池安全灯 を使用す。

557

安全灯試験 装置 イ、安全灯墜落試験器 「構造の

強弱試験 用」 ロ、安全灯 腰硝子 の耐熱試験 用
ハ、安 全灯 風入試験一結合の良否試験用

558 坑内坑道の落盤及天井留付、火薬装填ト発破 古河合名会社

559 坑内安全道路捲揚機の安全装置

560 工場内安全専一標示及安全装置

561
架空索道安全設備、鉱夫長屋防火壁、毒水と浄水
池

562 煙害予防設備、石炭坑内と安全灯

563 白蟻塔 星製薬株式会社

564

白蟻 予防木 材 防腐剤 専 売特 許吉 田式 木材 防腐

剤、専売特許テル ミ トール甲号、同乙号、専売特

許テルモール。

565 電鍍屋根模型 本間重蔵

566
火事装束(頭 巾、被布、下着、当帯、巾帯、胸 当、

長刀蔽、{二刀、提灯、袴、緋縮緬着物等古代の物)

松浦伯爵

567 瓦斯の検測法及安全灯の実験 三井鉱山株式会社

568 炭坑大爆発を生ずる危険炭塵

569 炭塵除去法用器具写真

570 噴霧器布製バケツ及竹柄杓、爆発季節表

571 灰分増加により炭塵の安全法 重岩岩粉炭塵見本

572 坑内爆発を一局部に阻止し伝播せしざる装置

573 爆発後毒瓦斯検測用のカナリア鳥籠

574
本邦某炭坑内爆発が岩粉撒布により制限し伝播を
免かるべき図

575
安全玩具各種 主 としてゴム製、 コル ク製、 木製

の堅牢 なる ものを陳列せ り。

三越呉服店内児童用品
研究会
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576
標椙縄、綿 を入 れたる帽子、 提灯、非 常持 出葛籠

何れ も非常 時に対 する平 素の用心

三宅秀

577 名刺 近火見舞の時使用普通の四倍程の大きさ

578 足袋、草履、 ヅツク製釣瓶、幕 非常 時に用ふ

579 理髪用器具一式 私立明治理髪学校

580 消毒機、 スチユーム消毒 法

581 各種の髪油

582 顔剃及顔洗姿勢図 姿勢 のよ しあ しを示す。

583
消 毒せ ぬ手 拭 と したる手拭 一 々紙 に包 み て封

ず。

584 自働卿筒 森田製作所

585 セメ ン ト防水剤 ウオータイ ト 守谷商会

586
湧水 噴水 セメ ン ト防止急結 防水剤 クヰツクウオー

タイ ト

587 木材 防火剤 セーフタイ ト

588
ウオータイ ト、セメ ン トパイプ(防 水、衛生、瓦

斯、空気送 管)

589 硅藻土(セ メン ト固結用)

590 船底 ペイ ン ト、耐 火ペイ ン ト、耐酸 ペイ ン ト

591 耐水 ペイ ン ト

592 タイル(化 粧煉 瓦)衛 生的耐久材料。

593 仏国式日本洋瓦

594
耐火煉瓦 マ クネサイ ト、 クローム、硅石、半 タ

イナス、騰石製、粘土製等各種の耐火煉 火 〔ママ〕。

595 圧搾 コルク

596 鉛の中毒症、酸化炭素中毒症、水銀疹標本 山越長七

597
石炭酸壊疽、 通風 結節、酒精疹、夕一ル職工の座

瘡標 本

598 砒素の中毒症標本

599
人命救助 器(ラ イ フセーバー)酸 素を吸入 して毒

瓦斯 又は煙中に活動す ることを得。

山武商会
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600
人命蘇生器(プ ルモー ター)圧 搾酸素を人工的 に

吸入せ しむ。

601 空気検定器(エ ロノー ム)炭 酸瓦斯含有量測定器。

602 火災原因種別図 山脇高等女学校

603 同統計表

604 非常避難階段写真 湯島尋常小学校

605 盗難予防秘密錠取付応用重ネ箪笥一号二号 横井祐助

606 検疫所舎等の写真、検疫順序を示す写真 横浜検疫所

607

吉岡式盗難予防器 電池、報知機、警戒機の三部

より成 り、盗賊戸を開かん と して警戒機 に触 るれ

ば報知機 は非常 に音響を発 し、家人 の気付か ざる

限 り、盗賊電線 を切断 し警戒機を取除 くと も徹夜

鳴 り響 く装置な り。

吉岡直次郎

608 軍医携帯嚢 種 々の医療器、薬品、材料等を入 る。 陸軍省衛生材料廠(陸

軍衛生材料廠)
609 医療嚢

610 携帯薬

611 保健錠

612 浄水薬

613 飲料水殺菌剤甲乙二種

614
石地式濾水器 円錐形 ヅツク製 に して吊す ること

を得。

615 絹帯嚢

616 繍帯包

617 凍傷膏

618 試作締帯包

619 列車用担架、釣上担架各一

620 麺壕担架

621
積雪横倒家屋図 屋上の片雪落下に因る建物横倒
の型態連続図。

陸軍省経理局

622 積雪破壊倒壊建物写真及積雪写真 六枚

623
渡廊下凍害建物 凍害に因り建物の歪めるを示す
模型。
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668

669

670

満都大火の光景、安政江戸大地震火鳥瞼図 〔火災
予防及消防に関する出品物〕

災難 除迷信 に関する各種 〔迷信に関す る出品物〕
一 、小 瓢箪(腰 に下 げ ると転 ばず)一 、土製 の

鈴(木 に吊 さば虫を封ず)一 、七夕の札(雷 除け)
一、 て るてる人形(晴 天 を祈 る)一 、十二 月

と書 ける紙 札(天 井に貼れば老 人が転 ばぬ)一 、

鎮 西八郎為朝紙札(庖 瘡 除け)一 、子供の虫よけ

の守札 一、布製 の猿 児(脊 守 とせば丈夫になる)
一、薪 の もえさ し(晴 天を祈 る)一 、鞄 の貝(門

口に吊 し小児 の病 除け とす)一 、大隷 の玉(門 口

にさげて病難除 けとす)。

浅間 山噴火図 〔地震 に関す る出品物〕

注

1『 日常生活災害 防止法』 は1919年5月7日 印刷、同年5月10日 発行、『災難 は

避 けられ る』 は1919年5月15日 印刷、 同年5月21日 発行、で ある(災 害防止調

査会1919;培 風館1919)。

2『 日常生活災害防止法』所収 の 目録 は網羅 的ではない とは いえ、『災難 は避 け

られ る』には登載 されて いない 出品者の記載が僅か なが ら見 られ る。す なわ ち、

「東京教育博物館」「東京帝国大学建築学教室」「建築 文学」「森信吉」「竹 内金庫

店」「東京帝国大学図書館」「帝室博物館」 「法学博 士 村瀬春雄」「帝国飛行協

会」 「森永製菓株式会社」「北浦重之」「帝 国大学採破 学教室」「医学博士 千葉

真一 」であ る(災 害防止調査会1919:203-210)。 ただ し、 これは 目録上の相違

であ って、実際の展示上の相違であ るか否かは確認で きない。

3ち なみに、読点 による区切 りで 出品物 の点数 を数 えた場 合(た だ し、読点の

欠如 および文章表現 上の読点は除外)、884点 とな る。

4出 品者の数は、出品者 不明を除外 してあ る。

5大 阪商船 株式会社は 『災難 は避 け られ る』で は 「大 阪商船商 船株 式会社」 と

あるが(培 風館1919:38*)、 誤植 と判断 して 「大阪商船株式会社」 と改 めた。

6『 災難 は避 け られる』 では、 「太田大洋」(培 風館1919:118)と 「太 田天洋」

(培風館1919:58*)の2つ の出品者表 記があるが、「太田大洋」は 「太田天洋」

の誤植 と考 え られ る。実際、『日常生活災害防止法』 には、 「京都御所 炎上 図其

他 太 田天洋」(災 害 防止調査 会1919:205)と の記載 があ り、 これは 『災難は

避 け られ る』にお ける 「各大 区纏 鑑錦絵、京都御所 炎上 地図」(培 風館1919:

118)に 対応 していると推測 できるためである。

7順 天堂耳鼻 咽喉科 の出品物 として記載 されて いる 「直達鏡」 は、 その補 足説

明 と して 「永島器械店製作及 び出品」(培 風館1919:60)と あ るので、永 島器
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械店 の出品物 として も別途記載 した。

8『 災難 は避 け られる』に記載 の 「艦船宛暴風警報伝送 系統」の説 明 として付 さ

れている系統 図(培 風館1919:55*)は 煩雑な ため略 した。

9『 災難 は避 け られ る』は縦書 きで記載 してい るた め、原文 で は 「右 に同 じ」

(培風館1919:115)と な ってい る。

10『 災難 は避 け られる』は縦書 きで記載 して いるため、原文 では 「右 同」(培 風

館1919:115)と な ってい る。

11同 上。

12「 木津川沿岸 の竹林写真」は、直前の 「荒川筋洪水予報基礎方程式」の直 後に

小文字 で記載 されて いるが、 内容 か ら判断 して、「木津川沿岸 の竹林写真」 は

「荒川筋洪水予報基礎方程式」の補足説明ではな く、1つ の出品物 とした(培 風

館1919:57*)。
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